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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置された画素回路を含む表示
部を備えた表示装置であって、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子を含
み、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示が行われる時分
割駆動モードと、前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記
画素回路への画像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって
前記時分割駆動モードのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の
表示が行われる休止駆動モードとの間で、動作モードが切り替え可能に構成され、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、ｊ個の画素回路を１つのグループと
し、連続するｋ行（ｋは２以上の整数）に対応するｋ個のグループに含まれるｋ×ｊ個の
画素回路によって１つの画素が形成され、各グループに含まれるｊ個の画素回路において
互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にすることによって、動作モードが前記時
分割駆動モードであるときに前記表示部に表示される画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の
静止画像が前記表示部に表示されることを特徴とする、表示装置。
【請求項２】
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　複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置された画素回路を含む表示
部を備えた表示装置であって、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子と、
前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トランジス
タと、前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御
部とを含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
に接続され、
　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示が行われる時分
割駆動モードと、前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記
画素回路への画像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって
前記時分割駆動モードのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の
表示が行われる休止駆動モードとの間で、動作モードが切り替え可能に構成され、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、ｊ個の画素回路を１つのグループと
し各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発
光状態にすることによって、動作モードが前記時分割駆動モードであるときに前記表示部
に表示される画像のｊ分の１以下の解像度の静止画像が前記表示部に表示され、
　動作モードが前記時分割駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御
線がサブフレーム毎に順次に選択状態とされ、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御線
のうちの１本のみが選択状態とされ、
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、動作モードが前記時分割駆動モード
から前記休止駆動モードに切り替わる毎に、動作モードが前記休止駆動モードであるとき
に選択状態とされる発光制御線が変更されることを特徴とする、表示装置。
【請求項３】
　前記画素回路は、
　　前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トラン
ジスタと、
　　前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御部
と
を更に含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
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に接続され、
　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　動作モードが前記時分割駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御
線がサブフレーム毎に順次に選択状態とされ、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御線
のうちの１本のみが選択状態とされることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】
　各行に対応するように前記表示部に配設された走査信号線と、
　各列に対応するように前記表示部に配設されたデータ線と、
　前記画素回路にハイレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第１電源線と
、
　前記画素回路にローレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第２電源線と
、
　前記走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記データ線を駆動するデータ線駆動回路と、
　前記発光制御線を駆動する発光制御線駆動回路と
を更に備え、
　前記駆動電流制御部は、
　　前記第１電源線と前記第２電源線との間に前記ｊ個の発光制御トランジスタの各々と
直列になるように設けられ、前記駆動電流を制御するための駆動トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記データ線との間に設けられ、対応する走査信
号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジスタの
制御端子と前記データ線とを電気的に接続する入力トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記駆動トランジスタの一方の導通端子との間に
設けられたコンデンサと
を含み、
　前記リフレッシュ期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみを
選択状態とし、
　　前記走査信号線駆動回路は、前記表示部に配設されている走査信号線を順次に選択状
態とし、
　　前記データ線駆動回路は、各走査信号線が選択状態になるのに応じて、前記休止駆動
モード中に前記表示部に表示されるべき静止画像に応じたデータ電圧を前記データ線に印
加し、
　前記休止期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、前記リフレッシュ期間に選択状態にした発光制御線を選
択状態で維持するとともにそれ以外の発光制御線を非選択状態で維持し、
　　前記走査信号線駆動回路および前記データ線駆動回路は、休止状態となることを特徴
とする、請求項２または３に記載の表示装置。
【請求項５】
　各行に対応するように前記表示部に配設された走査信号線と、
　各列に対応するように前記表示部に配設されたデータ線と、
　前記画素回路にハイレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第１電源線と
、
　前記画素回路にローレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第２電源線と
、
　前記画素回路に所定の参照電圧を供給する、前記表示部に配設された参照電圧線と、
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　前記走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記データ線を駆動するデータ線駆動回路と、
　前記発光制御線を駆動する発光制御線駆動回路と
を更に備え、
　前記駆動電流制御部は、
　　前記第１電源線と前記第２電源線との間に前記ｊ個の発光制御トランジスタの各々と
直列になるように設けられ、前記駆動電流を制御するための駆動トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記参照電圧線との間に設けられ、対応する走査
信号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジスタ
の制御端子と前記参照電圧線とを電気的に接続する参照電圧供給制御トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの一方の導通端子と前記データ線との間に設けられ、対応する
走査信号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジ
スタの一方の導通端子と前記データ線とを電気的に接続する入力トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記駆動トランジスタの一方の導通端子との間に
設けられたコンデンサと
を含み、
　前記リフレッシュ期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみを
選択状態とし、
　　前記走査信号線駆動回路は、前記表示部に配設されている走査信号線を順次に選択状
態とし、
　　前記データ線駆動回路は、各走査信号線が選択状態になるのに応じて、前記休止駆動
モード中に前記表示部に表示されるべき静止画像に応じたデータ電圧を前記データ線に印
加し、
　前記休止期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、前記リフレッシュ期間に選択状態にした発光制御線を選
択状態で維持するとともにそれ以外の発光制御線を非選択状態で維持し、
　　前記走査信号線駆動回路および前記データ線駆動回路は、休止状態となることを特徴
とする、請求項２または３に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記駆動トランジスタ，前記入力トランジスタ，および前記ｊ個の発光制御トランジス
タは、酸化物半導体によりチャネル層が形成された薄膜トランジスタであることを特徴と
する、請求項４または５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記酸化物半導体の主成分は、インジウム（Ｉｎ），ガリウム（Ｇａ），亜鉛（Ｚｎ）
，および酸素（О）から成ることを特徴とする、請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記リフレッシュ期間の前に、前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子を消灯
状態にするとともに前記画素回路に黒色に相当する画像データを書き込む黒色表示期間が
設けられていることを特徴とする、請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項９】
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、１つのグループに含まれるｊ個の画
素回路によって１つの画素が形成され、動作モードが前記時分割駆動モードであるときに
前記表示部に表示される画像のｊ分の１の解像度の静止画像が前記表示部に表示されるこ
とを特徴とする、請求項２に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記ｋの値は、動作モードが前記休止駆動モードであるときの各画素の形状が正方形と
なるように定められていることを特徴とする、請求項１に記載の表示装置。
【請求項１１】
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、動作モードが前記休止駆動モードで
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あるときに選択状態とされる発光制御線が適宜変更されることを特徴とする、請求項３に
記載の表示装置。
【請求項１２】
　前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子は、赤色の発光色，緑色の発光色，お
よび青色の発光色を有する３個の有機エレクトロルミネッセンス素子であることを特徴と
する、請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子は、赤色の発光色，緑色の発光色，青
色の発光色，および白色の発光色を有する４個の有機エレクトロルミネッセンス素子であ
ることを特徴とする、請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子を含む画素回路が複数
の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置されている表示部を備えた表示装
置の駆動方法であって、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示を行う時分割駆
動ステップと、
　前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記画素回路への画
像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって前記時分割駆動
ステップのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の表示を行う休
止駆動ステップと
を備え、
　前記休止駆動ステップでは、ｊ個の画素回路を１つのグループとし、連続するｋ行（ｋ
は２以上の整数）に対応するｋ個のグループに含まれるｋ×ｊ個の画素回路によって１つ
の画素が形成され、各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の
電気光学素子を発光状態にすることによって、前記時分割駆動ステップで前記表示部に表
示される画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の静止画像が前記表示部に表示されることを特
徴とする、駆動方法。
【請求項１５】
　互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子を含む画素回路が複数
の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置されている表示部を備えた表示装
置の駆動方法であって、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示を行う時分割駆
動ステップと、
　前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記画素回路への画
像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって前記時分割駆動
ステップのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の表示を行う休
止駆動ステップと
を備え、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子と、
前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トランジス
タと、前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御
部とを含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
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　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
に接続され、
　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　前記休止駆動ステップでは、ｊ個の画素回路を１つのグループとし各グループに含まれ
るｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にすることによ
って、前記時分割駆動ステップで前記表示部に表示される画像のｊ分の１以下の解像度の
静止画像が前記表示部に表示され、
　前記時分割駆動ステップでは、各行について前記ｊ本の発光制御線がサブフレーム毎に
順次に選択状態とされ、
　前記休止駆動ステップでは、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみが選
択状態とされ、
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、前記時分割駆動ステップから前記休
止駆動ステップに切り替わる毎に、前記休止駆動ステップの際に選択状態とされる発光制
御線が変更されることを特徴とする、駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関し、より詳しくは、有機ＥＬ表示装置などの電流で駆動される
自発光型表示素子を備えた表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、表示装置が備える表示素子としては、印加される電圧によって輝度が制御さ
れる電気光学素子と流れる電流によって輝度が制御される電気光学素子とがある。印加さ
れる電圧によって輝度が制御される電気光学素子の代表例としては液晶表示素子が挙げら
れる。一方、流れる電流によって輝度が制御される電気光学素子の代表例としては有機Ｅ
Ｌ（Electro Luminescence）素子が挙げられる。有機ＥＬ素子は、ＯＬＥＤ（Organic Li
ght-Emitting Diode）とも呼ばれている。自発光型の電気光学素子である有機ＥＬ素子を
使用した有機ＥＬ表示装置は、バックライトおよびカラーフィルタなどを要する液晶表示
装置に比べて、容易に薄型化・低消費電力化・高輝度化などを図ることができる。従って
、近年、積極的に有機ＥＬ表示装置の開発が進められている。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置の駆動方式として、パッシブマトリクス方式（単純マトリクス方式と
も呼ばれる。）とアクティブマトリクス方式とが知られている。パッシブマトリクス方式
を採用した有機ＥＬ表示装置は、構造は単純であるものの、大型化および高精細化が困難
である。これに対して、アクティブマトリクス方式を採用した有機ＥＬ表示装置（以下「
アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置」という。）は、パッシブマトリクス方式を
採用した有機ＥＬ表示装置に比べて大型化および高精細化を容易に実現できる。
【０００４】
　アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置には、複数の画素回路がマトリクス状に形
成されている。アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置の画素回路は、典型的には、
画素を選択する入力トランジスタと、有機ＥＬ素子への電流の供給を制御する駆動トラン
ジスタとを含んでいる。なお、以下においては、駆動トランジスタから有機ＥＬ素子に流
れる電流のことを「駆動電流」という場合がある。
【０００５】
　ところで、アクティブマトリクス型の一般的な有機ＥＬ表示装置においては、１個の画
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素は３個のサブ画素（赤色を表示するＲサブ画素，緑色を表示するＧサブ画素，および青
色を表示するＢサブ画素）で構成されている。図３３は、１個のサブ画素を構成する従来
の一般的な画素回路９１の構成を示す回路図である。この画素回路９１は、表示部に配設
されている複数のデータ線ＤＬと複数の走査信号線ＳＬとの各交差点に対応して設けられ
ている。図３３に示すように、この画素回路９１は、２個のトランジスタＴ１，Ｔ２と、
１個のコンデンサＣｓｔと、１個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤとを備えている。トランジスタ
Ｔ１は駆動トランジスタであり、トランジスタＴ２は入力トランジスタである。なお、図
３３に示す例では、トランジスタＴ１，Ｔ２は、ｎチャネル型の薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）である。
【０００６】
　トランジスタＴ１は、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤと直列に設けられている。そのトランジス
タＴ１に関し、ゲート端子はトランジスタＴ２のドレイン端子に接続され、ドレイン端子
はハイレベル電源電圧ＥＬＶＤＤを供給する電源線（以下「ハイレベル電源線」といい、
ハイレベル電源電圧と同じ符号ＥＬＶＤＤを付す。）に接続され、ソース端子は有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤのアノード端子に接続されている。トランジスタＴ２は、データ線ＤＬとト
ランジスタＴ１のゲート端子との間に設けられている。そのトランジスタＴ２に関し、ゲ
ート端子は走査信号線ＳＬに接続され、ドレイン端子はトランジスタＴ１のゲート端子に
接続され、ソース端子はデータ線ＤＬに接続されている。コンデンサＣｓｔについては、
トランジスタＴ１のゲート端子に一端が接続され、トランジスタＴ１のソース端子に他端
が接続されている。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤのカソード端子は、ローレベル電源電圧ＥＬＶ
ＳＳを供給する電源線（以下「ローレベル電源線」といい、ローレベル電源電圧と同じ符
号ＥＬＶＳＳを付す。）に接続されている。以下、トランジスタＴ１のゲート端子と、コ
ンデンサＣｓｔの一端と、トランジスタＴ２のドレイン端子との接続点のことを便宜上「
ゲートノード」という。ゲートノードの電位には符合ＶＧを付す。なお、一般的には、ド
レインとソースのうち電位の高い方がドレインと呼ばれているが、本明細書の説明では、
一方をドレイン，他方をソースと定義するので、ドレイン電位よりもソース電位の方が高
くなることもある。
【０００７】
　図３４は、図３３に示す画素回路９１の動作を説明するためのタイミングチャートであ
る。時刻ｔ９１以前には、走査信号線ＳＬは非選択状態となっている。従って、時刻ｔ９
１以前には、トランジスタＴ２がオフ状態になっており、ゲートノードの電位ＶＧは初期
レベル（例えば、１つ前のフレームでの書き込みに応じたレベル）を維持している。時刻
ｔ９１になると、走査信号線ＳＬが選択状態となり、トランジスタＴ２がターンオンする
。これにより、データ線ＤＬおよびトランジスタＴ２を介して、この画素回路９１が形成
する画素（サブ画素）の輝度に対応するデータ電圧Ｖｄａｔａがゲートノードに供給され
る。その後、時刻ｔ９２までの期間に、ゲートノードの電位ＶＧがデータ電圧Ｖｄａｔａ
に応じて変化する。このとき、コンデンサＣｓｔは、ゲートノードの電位ＶＧとトランジ
スタＴ１のソース電位との差であるゲート－ソース間電圧Ｖｇｓに充電される。時刻ｔ９
２になると、走査信号線ＳＬが非選択状態となる。これにより、トランジスタＴ２がター
ンオフし、コンデンサＣｓｔが保持するゲート－ソース間電圧Ｖｇｓが確定する。トラン
ジスタＴ１は、コンデンサＣｓｔが保持するゲート－ソース間電圧Ｖｇｓに応じて有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤに駆動電流を供給する。その結果、駆動電流に応じた輝度で有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤが発光する。
【０００８】
　ところで、図３３に示す画素回路９１は、１個のサブ画素に対応する回路である。従っ
て、３個のサブ画素からなる１個の画素に対応する画素回路９１０の構成は、図３５に示
すようなものとなる。図３５に示すように、１個の画素を構成する画素回路９１０は、Ｒ
サブ画素用の画素回路９１（Ｒ）とＧサブ画素用の画素回路９１（Ｇ）とＢサブ画素用の
画素回路９１（Ｂ）とによって構成されている。図３５に示す構成によれば、画素回路内
に多くの回路素子が必要とされるので、高精細化が困難である。
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【０００９】
　そこで、日本の特開２００５－１４８７４９号公報には、図３６に示すように、１個の
画素に必要とされるトランジスタおよびコンデンサの数を従来よりも少なくした構成の画
素回路９２０が開示されている。この画素回路９２０は、駆動手段９２１と、順次制御手
段９２２と、３個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ
）とによって構成されている。駆動手段９２１は、駆動トランジスタＴ１１と、入力トラ
ンジスタＴ１２と、コンデンサＣｓｔ１とによって構成されている。順次制御手段９２２
は、赤色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）の発光を制御するためのトランジスタＴ１３（
Ｒ）と、緑色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）の発光を制御するためのトランジスタＴ１
３（Ｇ）と、青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）の発光を制御するためのトランジスタ
Ｔ１３（Ｂ）とによって構成されている。また、トランジスタＴ１３（Ｒ），Ｔ１３（Ｇ
），およびＴ１３（Ｂ）のオン／オフを制御するための配線としてエミッション線ＥＭ１
，ＥＭ２，およびＥＭ３が画素回路９２０を通過するように設けられている。
【００１０】
　以上のような構成において、１フレーム期間が３つのサブフレームに分割される。具体
的には、１フレーム期間は、赤色の発光を行うための第１サブフレームと緑色の発光を行
うための第２サブフレームと青色の発光を行うための第３サブフレームとに分割される。
そして、順次制御手段９２２において、第１サブフレームにはトランジスタＴ１３（Ｒ）
のみがオン状態とされ、第２サブフレームにはトランジスタＴ１３（Ｇ）のみがオン状態
とされ、第３サブフレームにはトランジスタＴ１３（Ｂ）のみがオン状態とされる。これ
により、１フレーム期間をかけて有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（
Ｇ），および有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）が順次に発光し、所望のカラー画像が表示され
る。このように、日本の特開２００５－１４８７４９号公報に開示された有機ＥＬ表示装
置では、いわゆる「時分割駆動」が行われている。
【００１１】
　なお、日本の特開２００５－１４８７５０号公報には、図３７に示す構成の画素回路９
３０を用いて時分割駆動を行う有機ＥＬ表示装置の発明が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】日本の特開２００５－１４８７４９号公報
【特許文献２】日本の特開２００５－１４８７５０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　ところが、有機ＥＬ表示装置において上述したような時分割駆動を採用した場合、時分
割駆動ではない従来の一般的な駆動方法（ここでは「一般的駆動」という。）を採用して
いる場合に比べて消費電力が増大する。これについて、図３８および図３９を参照しつつ
以下に説明する。
【００１４】
　時分割駆動においては、発光期間と帰線期間とが交互に繰り返される。発光期間は３色
のうちのいずれか１色の発光を行うための期間である。発光期間には、有機ＥＬ素子を所
望の輝度で発光させるために、ソースドライバ（データ線を駆動する回路），ゲートドラ
イバ（走査信号線を駆動する回路），およびエミッションドライバ（エミッション線を駆
動する回路）の動作がオン状態となる（図３８参照）。発光期間の長さは帰線期間の長さ
よりも極めて長いが、各発光期間には、先頭行に含まれる有機ＥＬ素子から最終行に含ま
れる有機ＥＬ素子までを一般的駆動における１フレーム期間のほぼ３分の１の長さの期間
で順次に発光させなければならない。このため、時分割駆動を採用した場合、一般的駆動
を採用している場合に比べて駆動周波数（駆動速度）が約３倍になる。周辺ドライバの消
費電力Ｐは、寄生容量をＣとし，電圧振幅をＶとし，駆動周波数をｆとすると、次式（１
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）で表される。
【数１】

【００１５】
　上式（１）より、周辺ドライバの消費電力Ｐは駆動周波数ｆに比例することが把握され
る。従って、図３９に示すように、時分割駆動を採用した場合における各周辺ドライバの
消費電力は、一般的駆動を採用している場合の消費電力の３倍になる。これに関し、例え
ば携帯電話における待ち受け画面のような静止画像を表示する場合にも、周辺ドライバを
高周波数で動作させる必要があるので、消費電力は大きくなる。なお、本明細書における
周辺ドライバとは、画素回路を動作させるために表示部の周辺領域に設けられている駆動
回路のことを意味する。また、図３９に関し、第１～第３エミッションドライバはそれぞ
れ図３６におけるエミッション線ＥＭ１～ＥＭ３を駆動するための回路である。
【００１６】
　そこで、本発明は、電流で駆動される自発光型表示素子を有し時分割駆動を採用する表
示装置において、従来よりも消費電力を低減することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　本発明の第１の局面は、複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置さ
れた画素回路を含む表示部を備えた表示装置であって、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子を含
み、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示が行われる時分
割駆動モードと、前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記
画素回路への画像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって
前記時分割駆動モードのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の
表示が行われる休止駆動モードとの間で、動作モードが切り替え可能に構成され、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、ｊ個の画素回路を１つのグループと
し、連続するｋ行（ｋは２以上の整数）に対応するｋ個のグループに含まれるｋ×ｊ個の
画素回路によって１つの画素が形成され、各グループに含まれるｊ個の画素回路において
互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にすることによって、動作モードが前記時
分割駆動モードであるときに前記表示部に表示される画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の
静止画像が前記表示部に表示されることを特徴とする。
　本発明の第２の局面は、複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置さ
れた画素回路を含む表示部を備えた表示装置であって、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子と、
前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トランジス
タと、前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御
部とを含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
に接続され、
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　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示が行われる時分
割駆動モードと、前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記
画素回路への画像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって
前記時分割駆動モードのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の
表示が行われる休止駆動モードとの間で、動作モードが切り替え可能に構成され、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、ｊ個の画素回路を１つのグループと
し各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発
光状態にすることによって、動作モードが前記時分割駆動モードであるときに前記表示部
に表示される画像のｊ分の１以下の解像度の静止画像が前記表示部に表示され、
　動作モードが前記時分割駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御
線がサブフレーム毎に順次に選択状態とされ、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御線
のうちの１本のみが選択状態とされ、
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、動作モードが前記時分割駆動モード
から前記休止駆動モードに切り替わる毎に、動作モードが前記休止駆動モードであるとき
に選択状態とされる発光制御線が変更されることを特徴とする。
【００１８】
　本発明の第３の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路は、
　　前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トラン
ジスタと、
　　前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御部
と
を更に含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
に接続され、
　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　動作モードが前記時分割駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御
線がサブフレーム毎に順次に選択状態とされ、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、各行について前記ｊ本の発光制御線
のうちの１本のみが選択状態とされることを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第４の局面は、本発明の第２または第３の局面において、
　各行に対応するように前記表示部に配設された走査信号線と、
　各列に対応するように前記表示部に配設されたデータ線と、
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　前記画素回路にハイレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第１電源線と
、
　前記画素回路にローレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第２電源線と
、
　前記走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記データ線を駆動するデータ線駆動回路と、
　前記発光制御線を駆動する発光制御線駆動回路と
を更に備え、
　前記駆動電流制御部は、
　　前記第１電源線と前記第２電源線との間に前記ｊ個の発光制御トランジスタの各々と
直列になるように設けられ、前記駆動電流を制御するための駆動トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記データ線との間に設けられ、対応する走査信
号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジスタの
制御端子と前記データ線とを電気的に接続する入力トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記駆動トランジスタの一方の導通端子との間に
設けられたコンデンサと
を含み、
　前記リフレッシュ期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみを
選択状態とし、
　　前記走査信号線駆動回路は、前記表示部に配設されている走査信号線を順次に選択状
態とし、
　　前記データ線駆動回路は、各走査信号線が選択状態になるのに応じて、前記休止駆動
モード中に前記表示部に表示されるべき静止画像に応じたデータ電圧を前記データ線に印
加し、
　前記休止期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、前記リフレッシュ期間に選択状態にした発光制御線を選
択状態で維持するとともにそれ以外の発光制御線を非選択状態で維持し、
　　前記走査信号線駆動回路および前記データ線駆動回路は、休止状態となることを特徴
とする。
【００２０】
　本発明の第５の局面は、本発明の第２または第３の局面において、
　各行に対応するように前記表示部に配設された走査信号線と、
　各列に対応するように前記表示部に配設されたデータ線と、
　前記画素回路にハイレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第１電源線と
、
　前記画素回路にローレベルの定電圧を供給する、前記表示部に配設された第２電源線と
、
　前記画素回路に所定の参照電圧を供給する、前記表示部に配設された参照電圧線と、
　前記走査信号線を駆動する走査信号線駆動回路と、
　前記データ線を駆動するデータ線駆動回路と、
　前記発光制御線を駆動する発光制御線駆動回路と
を更に備え、
　前記駆動電流制御部は、
　　前記第１電源線と前記第２電源線との間に前記ｊ個の発光制御トランジスタの各々と
直列になるように設けられ、前記駆動電流を制御するための駆動トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記参照電圧線との間に設けられ、対応する走査
信号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジスタ
の制御端子と前記参照電圧線とを電気的に接続する参照電圧供給制御トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの一方の導通端子と前記データ線との間に設けられ、対応する
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走査信号線が前記走査信号線駆動回路によって選択状態にされたときに前記駆動トランジ
スタの一方の導通端子と前記データ線とを電気的に接続する入力トランジスタと、
　　前記駆動トランジスタの制御端子と前記駆動トランジスタの一方の導通端子との間に
設けられたコンデンサと
を含み、
　前記リフレッシュ期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみを
選択状態とし、
　　前記走査信号線駆動回路は、前記表示部に配設されている走査信号線を順次に選択状
態とし、
　　前記データ線駆動回路は、各走査信号線が選択状態になるのに応じて、前記休止駆動
モード中に前記表示部に表示されるべき静止画像に応じたデータ電圧を前記データ線に印
加し、
　前記休止期間には、
　　前記発光制御線駆動回路は、前記リフレッシュ期間に選択状態にした発光制御線を選
択状態で維持するとともにそれ以外の発光制御線を非選択状態で維持し、
　　前記走査信号線駆動回路および前記データ線駆動回路は、休止状態となることを特徴
とする。
【００２１】
　本発明の第６の局面は、本発明の第４または第５の局面において、
　前記駆動トランジスタ，前記入力トランジスタ，および前記ｊ個の発光制御トランジス
タは、酸化物半導体によりチャネル層が形成された薄膜トランジスタであることを特徴と
する。
【００２２】
　本発明の第７の局面は、本発明の第６の局面において、
　前記酸化物半導体の主成分は、インジウム（Ｉｎ），ガリウム（Ｇａ），亜鉛（Ｚｎ）
，および酸素（О）から成ることを特徴とする。
【００２３】
　本発明の第８の局面は、本発明の第１または第２の局面において、
　前記リフレッシュ期間の前に、前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子を消灯
状態にするとともに前記画素回路に黒色に相当する画像データを書き込む黒色表示期間が
設けられていることを特徴とする。
【００２４】
　本発明の第９の局面は、本発明の第２の局面において、
　動作モードが前記休止駆動モードであるときには、１つのグループに含まれるｊ個の画
素回路によって１つの画素が形成され、動作モードが前記時分割駆動モードであるときに
前記表示部に表示される画像のｊ分の１の解像度の静止画像が前記表示部に表示されるこ
とを特徴とする。
【００２６】
　本発明の第１０の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記ｋの値は、動作モードが前記休止駆動モードであるときの各画素の形状が正方形と
なるように定められていることを特徴とする。
【００２７】
　本発明の第１１の局面は、本発明の第３の局面において、
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、動作モードが前記休止駆動モードで
あるときに選択状態とされる発光制御線が適宜変更されることを特徴とする。
【００２９】
　本発明の第１２の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子は、赤色の発光色，緑色の発光色，お
よび青色の発光色を有する３個の有機エレクトロルミネッセンス素子であることを特徴と
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する。
【００３０】
　本発明の第１３の局面は、本発明の第１の局面において、
　前記画素回路に含まれる前記ｊ個の電気光学素子は、赤色の発光色，緑色の発光色，青
色の発光色，および白色の発光色を有する４個の有機エレクトロルミネッセンス素子であ
ることを特徴とする。
【００３１】
　本発明の第１４の局面は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学
素子を含む画素回路が複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置されて
いる表示部を備えた表示装置の駆動方法であって、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示を行う時分割駆
動ステップと、
　前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記画素回路への画
像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって前記時分割駆動
ステップのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の表示を行う休
止駆動ステップと
を備え、
　前記休止駆動ステップでは、ｊ個の画素回路を１つのグループとし、連続するｋ行（ｋ
は２以上の整数）に対応するｋ個のグループに含まれるｋ×ｊ個の画素回路によって１つ
の画素が形成され、各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の
電気光学素子を発光状態にすることによって、前記時分割駆動ステップで前記表示部に表
示される画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の静止画像が前記表示部に表示されることを特
徴とする。
　本発明の第１５の局面は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学
素子を含む画素回路が複数の行および複数の列を構成するようマトリクス状に配置されて
いる表示部を備えた表示装置の駆動方法であって、
　１フレーム期間をｊ個のサブフレームに分割して前記画素回路への画像データの書き込
みをサブフレーム毎に行うとともに前記画素回路においてサブフレーム毎に異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることによって前記表示部への画像の表示を行う時分割駆
動ステップと、
　前記画素回路への画像データの書き込みを行うリフレッシュ期間と前記画素回路への画
像データの書き込みを休止状態にする休止期間とを繰り返すことによって前記時分割駆動
ステップのときよりも低いリフレッシュレートで前記表示部への静止画像の表示を行う休
止駆動ステップと
を備え、
　前記画素回路は、互いに異なる発光色のｊ個（ｊは３以上の整数）の電気光学素子と、
前記ｊ個の電気光学素子と１対１で対応するように設けられたｊ個の発光制御トランジス
タと、前記ｊ個の電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電流制御
部とを含み、
　前記表示部は、各行につきｊ本の発光制御線を含み、
　前記画素回路において、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの制御端子は、互いに異なる発光制御線に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第１導通端子は、前記駆動電流制御部に接続され
、
　　前記ｊ個の発光制御トランジスタの第２導通端子は、それぞれ対応する電気光学素子
に接続され、
　各グループに含まれるｊ個の画素回路と当該ｊ個の画素回路に対応するｊ本の発光制御
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線とに着目したとき、着目したｊ本の発光制御線の各々は、着目したｊ個の画素回路にお
いて互いに異なる発光色の電気光学素子に対応する発光制御トランジスタの制御端子に接
続され、
　前記休止駆動ステップでは、ｊ個の画素回路を１つのグループとし各グループに含まれ
るｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にすることによ
って、前記時分割駆動ステップで前記表示部に表示される画像のｊ分の１以下の解像度の
静止画像が前記表示部に表示され、
　前記時分割駆動ステップでは、各行について前記ｊ本の発光制御線がサブフレーム毎に
順次に選択状態とされ、
　前記休止駆動ステップでは、各行について前記ｊ本の発光制御線のうちの１本のみが選
択状態とされ、
　各行に対応するｊ本の発光制御線に着目したとき、前記時分割駆動ステップから前記休
止駆動ステップに切り替わる毎に、前記休止駆動ステップの際に選択状態とされる発光制
御線が変更されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の第１の局面によれば、ｊ個の画素回路を１つのグループとし、連続するｋ行（
ｋは２以上の整数）に対応するｋ個のグループに含まれるｋ×ｊ個の画素回路によって１
つの画素が形成され、各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色
の電気光学素子を発光状態にすることが可能になっている。このため、１回の垂直走査で
通常の画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の静止画像を表示することができる。これにより
、時分割駆動が行われている表示装置において、休止駆動を採用することが可能となり、
従来よりも消費電力が低減される。
　また、リフレッシュ期間には、各列について連続するｋ行で同じデータの書き込みが行
われれば良い。このため、リフレッシュ期間における画像データの書き込みによる消費電
力が低減される。
　本発明の第２の局面によれば、ｊ個の画素回路を１つのグループとし各グループに含ま
れるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にすることが
可能になっている。このため、１回の垂直走査で通常の画像のｊ分の１以下の解像度の静
止画像を表示することができる。これにより、時分割駆動が行われている表示装置におい
て、休止駆動を採用することが可能となり、従来よりも消費電力が低減される。
　また、各行に対応しているｊ本の発光制御線のうちの１本を選択するだけで、各グルー
プに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気光学素子を発光状態にす
ることができる。このため、休止駆動モード中における発光制御線の駆動による消費電力
が極めて小さくなる。
　さらに、画素回路内でトランジスタの劣化や電気光学素子の劣化の程度に偏りが生じる
ことが防止される。
【００３３】
　本発明の第３の局面によれば、各行に対応しているｊ本の発光制御線のうちの１本を選
択するだけで、各グループに含まれるｊ個の画素回路において互いに異なる発光色の電気
光学素子を発光状態にすることができる。このため、休止駆動モード中における発光制御
線の駆動による消費電力が極めて小さくなる。
【００３４】
　本発明の第４の局面によれば、電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御す
る駆動電流制御部が駆動トランジスタと入力トランジスタとコンデンサとによって構成さ
れている表示装置において、休止期間には、走査信号線駆動回路およびデータ線駆動回路
は休止状態となり、発光制御線駆動回路では直流電流による電力のみが消費される。これ
により、時分割駆動が行われている表示装置に関し、確実に従来よりも消費電力を低減す
ることが可能となる。
【００３５】
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　本発明の第５の局面によれば、電気光学素子を発光状態にするための駆動電流を制御す
る駆動電流制御部が駆動トランジスタと入力トランジスタと参照電圧供給制御トランジス
タとコンデンサとによって構成されている表示装置において、休止期間には、走査信号線
駆動回路およびデータ線駆動回路は休止状態となり、発光制御線駆動回路では直流電流に
よる電力のみが消費される。これにより、時分割駆動が行われている表示装置に関し、確
実に従来よりも消費電力を低減することが可能となる。
【００３６】
　本発明の第６の局面によれば、画素回路内のトランジスタでのオフリーク電流が極めて
小さくなる。このため、表示画像に応じた電圧を画素回路内のコンデンサに従来よりも長
時間保持することが可能となる。従って、休止駆動モードの際の休止期間の長さを長くし
てリフレッシュレートを低くすることにより、消費電力を従来よりも大幅に低減すること
が可能となる。
【００３７】
　本発明の第７の局面によれば、チャネル層を形成する酸化物半導体として酸化インジウ
ムガリウム亜鉛を用いることにより、本発明の第６の局面の効果を確実に達成することが
できる。
【００３８】
　本発明の第８の局面によれば、休止駆動モード中の静止画表示のための書き込みが行わ
れる前に、黒色表示に相当するデータの書き込みが行われる。このため、前回の書き込み
に応じた輝度で電気光学素子が発光することが防止される。これにより、休止駆動モード
中に表示される静止画像の表示品位が高められる。
【００３９】
　本発明の第９の局面によれば、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに切
り替わったときの解像度の低下をできるだけ小さくしつつ、本発明の第２の局面と同様の
効果を得ることが可能となる。
【００４１】
　本発明の第１０の局面によれば、より自然な静止画像が休止駆動モード中に表示部に表
示される。
【００４２】
　本発明の第１１の局面によれば、画素回路内でトランジスタの劣化や電気光学素子の劣
化の程度に偏りが生じることが防止される。
【００４４】
　本発明の第１２の局面によれば、赤色の発光色，緑色の発光色，および青色の発光色を
有する３個の有機エレクトロルミネッセンス素子を電気光学素子として用いた表示装置に
おいて、本発明の第１または第２の局面と同様の効果が得られる。
【００４５】
　本発明の第１３の局面によれば、赤色の発光色，緑色の発光色，青色の発光色，および
白色の発光色を有する４個の有機エレクトロルミネッセンス素子を電気光学素子として用
いた表示装置において、本発明の第１または第２の局面と同様の効果が得られる。
【００４６】
　本発明の第１４の局面によれば、本発明の第１の局面と同様の効果を表示装置の駆動方
法において奏することができる。
　本発明の第１５の局面によれば、本発明の第２の局面と同様の効果を表示装置の駆動方
法において奏することができる。
                                                                                
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本発明の一実施形態に係るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における
１つのグループに含まれる３つの画素回路の構成を示す回路図である。
【図２】上記実施形態において、有機ＥＬ表示装置の全体構成を示すブロック図である。
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【図３】上記実施形態において、表示部の構成について説明するための図である。
【図４】上記実施形態において、ソースドライバの構成を示すブロック図である。
【図５】上記実施形態において、ゲートドライバの構成を示すブロック図である。
【図６】上記実施形態において、ゲートドライバの動作について説明するためのタイミン
グチャートである。
【図７】上記実施形態において、第１エミッションドライバの構成を示すブロック図であ
る。
【図８】上記実施形態における画素回路の構成を示す回路図である。
【図９】上記実施形態における駆動方法の概要について説明するための図である。
【図１０】上記実施形態において、動作モードが時分割駆動モードであるときの走査信号
および発光制御信号の波形を示すタイミングチャートである。
【図１１】上記実施形態において、１つのグループに含まれる３つの画素回路内の有機Ｅ
Ｌ素子についての時分割駆動モード中の各サブフレームにおける発光状態の推移を示す図
である。
【図１２】上記実施形態において、動作モードが時分割駆動モードであるときの第１サブ
フレームの発光状態を示す図である。
【図１３】上記実施形態において、動作モードが時分割駆動モードであるときの第２サブ
フレームの発光状態を示す図である。
【図１４】上記実施形態において、動作モードが時分割駆動モードであるときの第３サブ
フレームの発光状態を示す図である。
【図１５】上記実施形態において、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに
切り替わるときの走査信号および発光制御信号の波形を示すタイミングチャートである。
【図１６】上記実施形態において、動作モードが休止駆動モードであるときの走査信号お
よび発光制御信号の波形を示すタイミングチャートである。
【図１７】上記実施形態において、１つのグループに含まれる３つの画素回路内の有機Ｅ
Ｌ素子についての休止駆動モード中における発光状態の推移を示す図である。
【図１８】上記実施形態において、休止駆動モード中の表示画像について説明するための
図である。
【図１９】上記実施形態における効果について説明するための図である。
【図２０】上記実施形態における効果について説明するための図である。
【図２１】上記実施形態における効果について説明するための図である。
【図２２】上記実施形態の第１の変形例において、休止駆動モード中における１つの画素
の形成の仕方について説明するための図である。
【図２３】上記実施形態の第１の変形例において、データ線が延びる方向に連続する２つ
の行に含まれる６個の画素回路によって１つの画素を形成した場合について説明するため
の図である。
【図２４】上記実施形態の第１の変形例において、データ線が延びる方向に連続する３つ
の行に含まれる９個の画素回路によって１つの画素を形成した場合について説明するため
の図である。
【図２５】上記実施形態の第１の変形例におけるデータ線の駆動方法について説明するた
めのタイミングチャートである。
【図２６】上記実施形態の第２の変形例において、有機ＥＬ表示装置の全体構成を示すブ
ロック図である。
【図２７】上記実施形態の第２の変形例において、表示部の構成について説明するための
図である。
【図２８】上記実施形態の第２の変形例における画素回路の構成を示す回路図である。
【図２９】上記実施形態の第２の変形例において、１つのグループに含まれる３つの画素
回路の構成を示す回路図である。
【図３０】上記実施形態の第３の変形例におけるエミッションドライバの動作について説
明するための図である。
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【図３１】上記実施形態の第４の変形例における画素回路の構成を示す回路図である。
【図３２】上記実施形態の第４の変形例において、４つの画素回路に含まれるトランジス
タＴ３～Ｔ６のゲート端子と第１～第４エミッション線ＥＭ１～ＥＭ４との接続関係につ
いて説明するための図である。
【図３３】１個のサブ画素を構成する従来の一般的な画素回路の構成を示す回路図である
。
【図３４】図３３に示す画素回路の動作を説明するためのタイミングチャートである。
【図３５】従来例における１個の画素に対応する画素回路の構成を示す回路図である。
【図３６】日本の特開２００５－１４８７４９号公報に開示された例における１個の画素
に対応する画素回路の構成を示す回路図である。
【図３７】日本の特開２００５－１４８７５０号公報に開示された例における１個の画素
に対応する画素回路の構成を示す回路図である。
【図３８】従来の有機ＥＬ表示装置における時分割駆動について説明するための図である
。
【図３９】従来例において、一般的駆動を採用した場合と時分割駆動を採用した場合の各
周辺ドライバの消費電力の違いを説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００４８】
　以下、添付図面を参照しつつ、本発明の一実施形態について説明する。なお、以下にお
いては、ｍおよびｎは２以上の整数であると仮定する。また、各トランジスタに関し、ゲ
ート端子は制御端子に相当し、ドレイン端子は第１導通端子に相当し、ソース端子は第２
導通端子に相当する。
【００４９】
＜１．全体構成および動作概要＞
　図２は、本発明の一実施形態に係るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置１の全
体構成を示すブロック図である。この有機ＥＬ表示装置１は、表示制御回路１００，ソー
スドライバ（データ線駆動回路）２００，ゲートドライバ（走査信号線駆動回路）３００
，第１～第３エミッションドライバ（第１～第３発光制御線駆動回路）４０１～４０３，
および表示部５００を備えている。以下、第１～第３エミッションドライバ４０１～４０
３を総称して単に「エミッションドライバ」ともいう。エミッションドライバは、表示部
５００内に設けられている有機ＥＬ素子の発光を制御するための配線（後述するエミッシ
ョン線）用の駆動回路である。なお、本実施形態においては、表示部５００を含む有機Ｅ
Ｌパネル７内にゲートドライバ３００および第１～第３エミッションドライバ４０１～４
０３が形成されている。すなわち、ゲートドライバ３００およびエミッションドライバは
モノリシック化されている。また、この有機ＥＬ表示装置１には、有機ＥＬパネル７に各
種電源電圧を供給するための構成要素として、ロジック電源６００，有機ＥＬ用ハイレベ
ル電源６１０，および有機ＥＬ用ローレベル電源６２０が設けられている。
【００５０】
　ところで、本実施形態における有機ＥＬ表示装置１では、通常時には、１フレーム期間
を３つのサブフレームに分割する時分割駆動が行われる。また、時分割駆動中に或る定め
られた期間以上の期間を通じて画像の内容に変化がなかった場合には、周辺ドライバの動
作を休止する期間（休止期間）を設ける休止駆動が行われる。すなわち、この有機ＥＬ表
示装置１では、時分割駆動モードと休止駆動モードとの間で動作モードの切り替えが行わ
れる。
【００５１】
　ロジック電源６００から有機ＥＬパネル７には、ゲートドライバ３００および第１～第
３エミッションドライバ４０１～４０３の動作に必要とされるハイレベル電源電圧ＶＤＤ
およびローレベル電源電圧ＶＳＳが供給される。有機ＥＬ用ハイレベル電源６１０から有
機ＥＬパネル７には、定電圧であるハイレベル電源電圧ＥＬＶＤＤが供給される。有機Ｅ
Ｌ用ローレベル電源６２０から有機ＥＬパネル７には、定電圧であるローレベル電源電圧
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ＥＬＶＳＳが供給される。
【００５２】
　図３は、本実施形態における表示部５００の構成について説明するための図である。表
示部５００には、図３に示すように、ｍ本のデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）とｎ本の走
査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）とが互いに交差するように配設されている。データ線Ｄ
Ｌ（１）～ＤＬ（ｍ）と走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）との各交差点に対応して画素
回路４０が設けられている。すなわち、表示部５００には、複数の行（ｎ行）および複数
の列（ｍ列）を構成するように画素回路４０がマトリクス状に配置されている。また、表
示部５００には、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）と対応するように、ｎ本の第
１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ），ｎ本の第２エミッション線ＥＭ２（１）
～ＥＭ２（ｎ），およびｎ本の第３エミッション線ＥＭ３（１）～ＥＭ３（ｎ）が配設さ
れている。さらに、表示部５００には、ハイレベル電源線ＥＬＶＤＤおよびローレベル電
源線ＥＬＶＳＳが配設されている。本実施形態においては、ハイレベル電源線ＥＬＶＤＤ
によって第１電源線が実現され、ローレベル電源線ＥＬＶＳＳによって第２電源線が実現
されている。画素回路４０の詳しい構成については後述する。
【００５３】
　なお、以下においては、ｍ本のデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）を互いに区別する必要
がない場合にはデータ線を単に符号ＤＬで表す。同様に、走査信号線，第１エミッション
線，第２エミッション線，および第３エミッション線を、それぞれ単に符号ＳＬ，ＥＭ１
，ＥＭ２，およびＥＭ３で表す。また、第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３を総称
して単に「エミッション線」ともいい、エミッション線には符号ＥＭを付す。本実施形態
においては、このエミッション線ＥＭによって発光制御線が実現されている。
【００５４】
　図２に示すように、表示制御回路１００には、動作モード切替制御回路１１０，解像度
切替制御回路１２０，ソース制御回路１３０，およびゲート制御回路１４０が含まれてい
る。動作モード切替制御回路１１０は、この有機ＥＬ表示装置１の動作モードを時分割駆
動モードと休止駆動モードとの間で切り替えるための動作モード切替信号Ｓｍを、解像度
切替制御回路１２０，ソース制御回路１３０，およびゲート制御回路１４０に与える。解
像度切替制御回路１２０は、時分割駆動モードと休止駆動モードとで表示画像の解像度を
切り替えるための解像度切替信号Ｓｒをソース制御回路１３０に与えるとともに、各エミ
ッション線ＥＭの選択の可否を制御するためのエミッション線イネーブル信号Ｓｅをゲー
ト制御回路１４０に与える。ソース制御回路１３０は、動作モード切替信号Ｓｍと解像度
切替信号Ｓｒとに基づいて、表示データＤＡと、ソースドライバ２００の動作を制御する
ためのソーススタートパルス信号ＳＳＰ，ソースクロック信号ＳＣＫ，およびラッチスト
ローブ信号ＬＳとを出力する。ゲート制御回路１４０は、動作モード切替信号Ｓｍに基づ
いて、ゲートドライバ３００の動作を制御するためのゲートスタートパルス信号ＧＳＰ，
ゲートクロック信号ＧＣＫ，および全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮを出力する。ゲート制御回路
１４０は、また、動作モード切替信号Ｓｍとエミッション線イネーブル信号Ｓｅとに基づ
いて、第１～第３エミッションドライバ４０１～４０３の動作を制御するための第１～第
３エミッションドライバ制御信号ＥＭＣＴＬ１～ＥＭＣＴＬ３を出力する。また、表示制
御回路１００から有機ＥＬ用ハイレベル電源６１０および有機ＥＬ用ローレベル電源６２
０には、電源のオン／オフを制御する制御信号Ｓ１および制御信号Ｓ２がそれぞれ与えら
れる。
【００５５】
　ソースドライバ２００は、表示制御回路１００から送られる表示データＤＡ，ソースス
タートパルス信号ＳＳＰ，ソースクロック信号ＳＣＫ，およびラッチストローブ信号ＬＳ
を受け取り、データ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）に駆動用映像信号を印加する。
【００５６】
　図４は、ソースドライバ２００の構成を示すブロック図である。ソースドライバ２００
は、ｍビットのシフトレジスタ２１，レジスタ２２，ラッチ回路２３，およびｍ個のＤ／
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Ａ変換器（ＤＡＣ）２４を含んでいる。シフトレジスタ２１は、縦続接続されたｍ個のレ
ジスタ（不図示）を有している。シフトレジスタ２１は、ソースクロック信号ＳＣＫに基
づき、初段のレジスタに供給されるソーススタートパルス信号ＳＳＰのパルスを入力端か
ら出力端へと順次に転送する。このパルスの転送に応じてシフトレジスタ２１から各デー
タ線ＤＬに対応するタイミングパルスＤＬＰが出力される。そのタイミングパルスＤＬＰ
に基づいて、レジスタ２２は、表示データＤＡを記憶する。ラッチ回路２３は、レジスタ
２２に記憶された１行分の表示データＤＡをラッチストローブ信号ＬＳに応じて取り込ん
で保持する。Ｄ／Ａ変換器２４は、各データ線ＤＬに対応するように設けられている。Ｄ
／Ａ変換器２４は、ラッチ回路２３に保持された表示データＤＡをアナログ電圧に変換す
る。その変換されたアナログ電圧は、駆動用映像信号として全てのデータ線ＤＬ（１）～
ＤＬ（ｍ）に一斉に印加される。
【００５７】
　ゲートドライバ３００は、表示制御回路１００から送られるゲートスタートパルス信号
ＧＳＰとゲートクロック信号ＧＣＫとに基づいて、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（
ｎ）に順次にアクティブな走査信号を印加する。ゲートドライバ３００は、また、表示制
御回路１００から送られる全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮに基づいて、ｎ本の走査信号線ＳＬ（
１）～ＳＬ（ｎ）に対して一斉にアクティブな走査信号を印加する。なお、走査信号線Ｓ
Ｌに関し、アクティブな走査信号が印加されている状態のことを「選択状態」という。こ
れについては、エミッション線ＥＭについても同様である。走査信号線ＳＬが選択状態に
なっている時に、当該走査信号線ＳＬに対応して設けられている画素回路４０でデータの
書き込みが行われる。なお、本明細書においては、本来の映像データとは別に黒色表示に
相当するデータを画素回路に書き込むことを「黒挿入」という。
【００５８】
　図５は、本実施形態におけるゲートドライバ３００の構成を示すブロック図である。こ
のゲートドライバ３００は、ｎ個のフリップフロップ回路３１からなるシフトレジスタ３
１０と黒挿入の制御を行うための黒挿入制御部３２０とによって構成されている。シフト
レジスタ３１０については、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰは１段目のフリップフロッ
プ回路３１に与えられ、ゲートクロック信号ＧＣＫは全てのフリップフロップ回路３１に
共通的に与えられるように構成されている。黒挿入制御部３２０には、シフトレジスタ３
１０内のフリップフロップ回路３１と１対１で対応するように、ｎ個のＯＲ回路３２が設
けられている。ＯＲ回路３２には、フリップフロップ回路３１からの出力信号と全オン信
号ＡＬＬ＿ＯＮとが入力される。また、ＯＲ回路３２からの出力信号は、走査信号として
走査信号線ＳＬに与えられる。
【００５９】
　以上のような構成において、全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮがハイレベルになっているときに
は、全てのＯＲ回路３２にハイレベルの信号が与えられる。これにより、図６の時点ｔ１
～時点ｔ２の期間のように、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）が一斉に選択状態
となる。全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮがローレベルになっているときにシフトレジスタ３１０
の１段目のフリップフロップ回路３１にゲートスタートパルス信号ＧＳＰのパルスが与え
られると、ゲートクロック信号ＧＣＫに基づき、ゲートスタートパルス信号ＧＳＰに含ま
れるパルスが１段目のフリップフロップ回路３１からｎ段目のフリップフロップ回路３１
へと順次に転送される。そして、このパルスの転送に応じて、１～ｎ段目のフリップフロ
ップ回路３１からの出力信号が順次にハイレベルとなる。これにより、図６の時点ｔ２～
時点ｔ３の期間のように、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）が所定期間ずつ順次
に選択状態となる。
【００６０】
　以上のように、本実施形態においては、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）を一
斉に選択状態にすることおよびｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）を所定期間ずつ
順次に選択状態にすることの双方が可能なように、ゲートドライバ３００が構成されてい
る。
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【００６１】
　第１エミッションドライバ４０１は、表示制御回路１００から送られる第１エミッショ
ンドライバ制御信号ＥＭＣＴＬ１に基づいて、ｎ本の第１エミッション線ＥＭ１（１）～
ＥＭ１（ｎ）に第１発光制御信号を印加する。なお、第１エミッションドライバ制御信号
ＥＭＣＴＬ１は、エミッションスタートパルス信号ＥＳＰ，エミッションクロック信号Ｅ
ＣＫ，全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮ，および全オフ信号ＡＬＬ＿ＯＦＦからなる。
【００６２】
　図７は、本実施形態における第１エミッションドライバ４０１の構成を示すブロック図
である。この第１エミッションドライバ４０１は、ｎ個のフリップフロップ回路４１から
なるシフトレジスタ４１０と、全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）を
選択状態にするための全オン制御部４２０と、インバータ４３０と、全ての第１エミッシ
ョン線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）を非選択状態にするための全オフ制御部４４０とによ
って構成されている。第１エミッションドライバ４０１内のシフトレジスタ４１０および
全オン制御部４２０は、それぞれゲートドライバ３００内のシフトレジスタ３１０および
黒挿入制御部３２０と同様の構成となっている。インバータ４３０は、全オフ信号ＡＬＬ
＿ＯＦＦの論理レベルを反転する。全オフ制御部４４０には、全オン制御部４２０内のＯ
Ｒ回路４２と１対１で対応するように、ｎ個のＡＮＤ回路４４が設けられている。ＡＮＤ
回路４４には、インバータ４３０からの出力信号（全オフ信号ＡＬＬ＿ＯＦＦの論理反転
信号）とＯＲ回路４２からの出力信号とが入力される。また、ＡＮＤ回路４４からの出力
信号は、第１発光制御信号として第１エミッション線ＥＭ１に与えられる。
【００６３】
　以上のような構成において、全オフ信号ＡＬＬ＿ＯＦＦがハイレベルになっているとき
には、全てのＡＮＤ回路４４にインバータ４３０から出力されるローレベルの信号が与え
られる。これにより、全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）が非選択状
態となる。全オフ信号ＡＬＬ＿ＯＦＦがローレベルになっているときに全オン信号ＡＬＬ
＿ＯＮがハイレベルにされると、ＡＮＤ回路４４の２つの入力端子の双方にハイレベルの
信号が与えられる。これにより、全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）
が選択状態となる。全オフ信号ＡＬＬ＿ＯＦＦおよび全オン信号ＡＬＬ＿ＯＮの双方がロ
ーレベルになっているときには、エミッションスタートパルス信号ＥＳＰとゲートクロッ
ク信号ＧＣＫとに基づいて、ｎ本の第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）が順
次に選択状態となる。
【００６４】
　なお、第２エミッションドライバ４０２および第３エミッションドライバ４０３の構成
および動作については、第１エミッションドライバ４０１と同様であるので説明を省略す
る。
【００６５】
　以上のようにして、ｍ本のデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）に駆動用映像信号が印加さ
れ、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）に走査信号が印加され、ｎ本の第１エミッ
ション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）に第１発光制御信号が印加され、ｎ本の第２エミッ
ション線ＥＭ２（１）～ＥＭ２（ｎ）に第２発光制御信号が印加され、ｎ本の第３エミッ
ション線ＥＭ３（１）～ＥＭ３（ｎ）に第３発光制御信号が印加されることにより、表示
部５００への画像表示が行われる。なお、以下においては、第１～第３発光制御信号を総
称して単に「発光制御信号」ともいう。
【００６６】
＜２．画素回路の構成＞
　図８は、本実施形態における画素回路４０の構成を示す回路図である。図８に示す画素
回路４０は、通常時の１個の画素を形成する。この画素回路４０は、表示部５００に配設
されているｍ本のデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）とｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ
（ｎ）との各交差点に対応して設けられている。図８に示すように、この画素回路４０は
、５個のトランジスタＴ１～Ｔ５と、１個のコンデンサＣｓｔと、３個の有機ＥＬ素子Ｏ



(21) JP 6076468 B2 2017.2.8

10

20

30

40

50

ＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ）とを備えている。トランジスタＴ
１は駆動トランジスタであり、トランジスタＴ２は入力トランジスタである。トランジス
タＴ３，Ｔ４，およびＴ５は、それぞれ有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），
およびＯＬＥＤ（Ｂ）への駆動電流の供給を制御して発光の制御を行う発光制御トランジ
スタとして機能する。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）は、赤色光を発する電気光学素子とし
て機能する。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）は、緑色光を発する電気光学素子として機能す
る。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）は、青色光を発する電気光学素子として機能する。以下
においては、３個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ
）を総称して単に「有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ」ともいう。
【００６７】
　なお、本実施形態においては、トランジスタＴ１とトランジスタＴ２とコンデンサＣｓ
ｔとによって、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを発光状態にするための駆動電流を制御する駆動電
流制御部４５が実現されている。
【００６８】
　図８に示すように、トランジスタＴ１は、トランジスタＴ３～Ｔ５の各々と直列に、か
つ、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ）の各々と直列
に設けられている。換言すれば、トランジスタＴ１と有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）とはト
ランジスタＴ３を介して直列に接続され、トランジスタＴ１と有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ
）とはトランジスタＴ４を介して直列に接続され、トランジスタＴ１と有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤ（Ｂ）とはトランジスタＴ５を介して直列に接続されている。トランジスタＴ１に関
し、ゲート端子はトランジスタＴ２のドレイン端子に接続され、ドレイン端子はハイレベ
ル電源線ＥＬＶＤＤに接続され、ソース端子はトランジスタＴ３～Ｔ５のドレイン端子に
接続されている。トランジスタＴ２は、データ線ＤＬとトランジスタＴ１のゲート端子と
の間に設けられている。そのトランジスタＴ２に関し、ゲート端子は走査信号線ＳＬに接
続され、ドレイン端子はトランジスタＴ１のゲート端子に接続され、ソース端子はデータ
線ＤＬに接続されている。コンデンサＣｓｔについては、トランジスタＴ１のゲート端子
に一端が接続され、トランジスタＴ１のソース端子に他端が接続されている。トランジス
タＴ３については、ドレイン端子はトランジスタＴ１のソース端子に接続され、ソース端
子は有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）のアノード端子に接続されている。トランジスタＴ４に
ついては、ドレイン端子はトランジスタＴ１のソース端子に接続され、ソース端子は有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）のアノード端子に接続されている。トランジスタＴ５については
、ドレイン端子はトランジスタＴ１のソース端子に接続され、ソース端子は有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤ（Ｂ）のアノード端子に接続されている。トランジスタＴ３～Ｔ５のゲート端子
はそれぞれ第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３のいずれかに接続されている。但し
、第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３とトランジスタＴ３～Ｔ５のゲート端子との
詳しい接続関係については後述する。有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），お
よびＯＬＥＤ（Ｂ）のカソード端子は、有機ＥＬ用ローレベル電源線ＥＬＶＳＳに接続さ
れている。
【００６９】
　本実施形態においては、走査信号線ＳＬが延びる方向に並んで配置されている３つの画
素回路４０が１つのグループとされる。列の数はｍであるので、各行につき（ｍ／３）個
のグループが形成される。そして、動作モードが休止駆動モードであるときには、各グル
ープに含まれる３つの画素回路４０によって１個の画素が形成される。なお、どのように
して３つの画素回路４０によって１個の画素が形成されるのかについては後述する。
【００７０】
　図１は、１つのグループに含まれる３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３の構成を示す回
路図である。各々の画素回路の構成は上述したとおりである（図８参照）。ここでは、第
１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３と３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３に含まれる
トランジスタＴ３～Ｔ５のゲート端子との接続関係について説明する。第１エミッション
線ＥＭ１は、画素回路ＰＩＸ１内のトランジスタＴ３のゲート端子，画素回路ＰＩＸ２内
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のトランジスタＴ４のゲート端子，および画素回路ＰＩＸ３内のトランジスタＴ５のゲー
ト端子に接続されている。第２エミッション線ＥＭ２は、画素回路ＰＩＸ１内のトランジ
スタＴ４のゲート端子，画素回路ＰＩＸ２内のトランジスタＴ５のゲート端子，および画
素回路ＰＩＸ３内のトランジスタＴ３のゲート端子に接続されている。第３エミッション
線ＥＭ３は、画素回路ＰＩＸ１内のトランジスタＴ５のゲート端子，画素回路ＰＩＸ２内
のトランジスタＴ３のゲート端子，および画素回路ＰＩＸ３内のトランジスタＴ４のゲー
ト端子に接続されている。このように、第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３の各々
は、３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３において互いに異なる発光色の有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤに対応するトランジスタのゲート端子に接続されている。
【００７１】
　ところで、本実施形態においては、画素回路４０内のトランジスタＴ１～Ｔ５はｎチャ
ネル型のＴＦＴ（薄膜トランジスタ）である。また、本実施形態においては、トランジス
タＴ１～Ｔ５には、酸化物ＴＦＴ（酸化物半導体をチャネル層に用いた薄膜トランジスタ
）が採用されている。具体的には、インジウム（Ｉｎ），ガリウム（Ｇａ），亜鉛（Ｚｎ
），および酸素（Ｏ）を主成分とする酸化物半導体であるＩｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ（酸化イ
ンジウムガリウム亜鉛）によりチャネル層が形成されたＴＦＴ（以下、「Ｉｎ－Ｇａ－Ｚ
ｎ－Ｏ－ＴＦＴ」という。）が採用されている。なお、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ－ＴＦＴな
どの酸化物ＴＦＴは、特に、画素回路４０に含まれるｎチャネル型のトランジスタとして
採用する場合に有効である。ただし、本発明は、ｐチャネル型の酸化物ＴＦＴの使用を排
除するものではない。また、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ（酸化インジウムガリウム亜鉛）以外
の酸化物半導体をチャネル層に用いたトランジスタを採用することもできる。例えば、イ
ンジウム，ガリウム，亜鉛，銅（Ｃｕ），シリコン（Ｓｉ），錫（Ｓｎ），アルミニウム
（Ａｌ），カルシウム（Ｃａ），ゲルマニウム（Ｇｅ），および鉛（Ｐｂ）のうち少なく
とも１つを含む酸化物半導体をチャネル層に用いたトランジスタを採用した場合にも同様
の効果が得られる。さらにまた、本発明は、酸化物半導体をチャネル層に用いたトランジ
スタ以外のトランジスタの使用を排除するものでもない。
【００７２】
＜３．駆動方法＞
　次に、本実施形態における駆動方法について説明する。
【００７３】
＜３．１　概要＞
　図９は、本実施形態における駆動方法の概要について説明するための図である。上述し
たように、本実施形態に係る有機ＥＬ表示装置１では、時分割駆動モードと休止駆動モー
ドとの間で動作モードの切り替えが行われる。通常時の動作モードは時分割駆動モードで
ある。時分割駆動モードのときには、１フレーム期間を３つのサブフレームＳＦ１～ＳＦ
３に分割する時分割駆動を行うことによって、動画表示もしくは静止画表示が行われる。
より詳しくは、時分割駆動モードのときには、１フレーム期間を３つのサブフレームＳＦ
１～ＳＦ３に分割して各画素回路４０への画像データの書き込みをサブフレーム毎に行う
とともに各画素回路４０においてサブフレーム毎に異なる発光色の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ
を発光状態にすることによって、表示部５００への画像（動画もしくは静止画）の表示が
行われる。時分割駆動モードで動作中に或る定められた期間以上の期間を通じて画像の内
容に変化がなかった場合、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替え
られる。休止駆動モードのときには、画素回路４０への画像データの書き込みが行われる
リフレッシュ期間と画素回路４０への画像データの書き込みが休止状態にされる休止期間
とが繰り返される。これにより、休止駆動モードのときには、リフレッシュ期間における
画像データの書き込みに基づいて、時分割駆動モードのときよりも低いリフレッシュレー
トで表示部５００への静止画の表示が行われる。なお、時分割駆動モードのときにも休止
駆動モードのときにも黒挿入を行う黒色表示期間が存在するが、図９では黒色表示期間を
省略している。
【００７４】
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＜３．２　時分割駆動モードのときの動作＞
　まず、動作モードが時分割駆動モードであるときの動作について説明する。図１０は、
動作モードが時分割駆動モードであるときの走査信号および発光制御信号の波形を示すタ
イミングチャートである。図１０に示すように、連続する２つのサブフレームの間の帰線
期間は黒色表示期間となっている。黒色表示期間には、エミッションドライバは、全ての
エミッション線ＥＭを非選択状態にし、ゲートドライバ３００は、全ての走査信号線ＳＬ
（１）～ＳＬ（ｎ）を選択状態にする。そのような状態で、ソースドライバ２００は、黒
色に相当するアナログ電圧を駆動用映像信号として全てのデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ
）に印加する。これにより、表示部５００内の全ての画素回路４０に、黒色に相当する画
像データが書き込まれる。また、全てのエミッション線ＥＭが非選択状態となることによ
って表示部５００内の全ての有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが消灯状態となるので、黒色の画面が
表示部５００に表示される。以上のように黒色表示期間（帰線期間）に黒色に相当する画
像データの書き込みを行うことによって、各サブフレームにおいて１つ前のサブフレーム
での書き込みに応じた輝度で有機ＥＬ素子ＯＬＥＤが発光することが防止される。
【００７５】
　第１サブフレームＳＦ１には、まず、１行目に関し、エミッションドライバは、第１エ
ミッション線ＥＭ１（１）を選択状態にし、かつ、第２エミッション線ＥＭ２（１）およ
び第３エミッション線ＥＭ３（１）を非選択状態にする。これにより、１行目において、
画素回路ＰＩＸ１ではトランジスタＴ３はオン状態かつトランジスタＴ４，Ｔ５はオフ状
態となり、画素回路ＰＩＸ２ではトランジスタＴ４はオン状態かつトランジスタＴ３，Ｔ
５はオフ状態となり、画素回路ＰＩＸ３ではトランジスタＴ５はオン状態かつトランジス
タＴ３，Ｔ４はオフ状態となる（図１参照）。以上のような状態において、ゲートドライ
バ３００は、走査信号線ＳＬ（１）を選択状態にする。これにより、１行目の各画素回路
４０において、トランジスタＴ２がオン状態となる。その結果、１行目の各画素回路４０
において、データ線ＤＬに印加されているデータ電圧に基づいてコンデンサＣｓｔが充電
される。ゲートドライバ３００が走査信号線ＳＬ（１）を非選択状態にすると、１行目の
各画素回路４０において、トランジスタＴ２がオフ状態となる。これにより、コンデンサ
Ｃｓｔが保持するゲート－ソース間電圧Ｖｇｓが確定する。１行目の各画素回路４０では
、このゲート－ソース間電圧Ｖｇｓの大きさに応じた駆動電流がトランジスタＴ１のドレ
イン－ソース間を流れる。ところで、上述したように、第１エミッション線ＥＭ１（１）
は、画素回路ＰＩＸ１内のトランジスタＴ３のゲート端子，画素回路ＰＩＸ２内のトラン
ジスタＴ４のゲート端子，および画素回路ＰＩＸ３内のトランジスタＴ５のゲート端子に
接続されている。従って、画素回路ＰＩＸ１ではトランジスタＴ３を介して有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤ（Ｒ）に駆動電流が供給され、画素回路ＰＩＸ２ではトランジスタＴ４を介して
有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）に駆動電流が供給され、画素回路ＰＩＸ３ではトランジスタ
Ｔ５を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）に駆動電流が供給される。その結果、画素回路
ＰＩＸ１では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）が発光し、画素回路ＰＩＸ２では有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤ（Ｇ）が発光し、画素回路ＰＩＸ３では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）が発光する
。エミッションドライバは、１サブフレームに相当する期間、第１エミッション線ＥＭ１
（１）を選択状態で維持する。
【００７６】
　以上のような動作が２～ｎ行目において順次に行われる。更に、第２サブフレームＳＦ
２および第３サブフレームＳＦ３においても、第１サブフレームＳＦ１と同様の動作が行
われる。但し、第２サブフレームＳＦ２には、エミッションドライバは、ｎ本の第２エミ
ッション線ＥＭ２（１）～ＥＭ２（ｎ）を順次に選択状態にし、第３サブフレームＳＦ３
には、エミッションドライバは、ｎ本の第３エミッション線ＥＭ３（１）～ＥＭ３（ｎ）
を順次に選択状態にする。
【００７７】
　以上より、１つのグループに含まれる３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３内の有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤについての時分割駆動モード中の各サブフレームにおける発光状態の推移は
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次のようになる（図１１参照）。画素回路ＰＩＸ１では、第１サブフレームＳＦ１には赤
色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）のみが発光状態となり、第２サブフレームＳＦ２には
緑色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）のみが発光状態となり、第３サブフレームＳＦ３に
は青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）のみが発光状態となる。画素回路ＰＩＸ２では、
第１サブフレームＳＦ１には緑色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）のみが発光状態となり
、第２サブフレームＳＦ２には青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）のみが発光状態とな
り、第３サブフレームＳＦ３には赤色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）のみが発光状態と
なる。画素回路ＰＩＸ３では、第１サブフレームＳＦ１には青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥ
Ｄ（Ｂ）のみが発光状態となり、第２サブフレームＳＦ２には赤色用の有機ＥＬ素子ＯＬ
ＥＤ（Ｒ）のみが発光状態となり、第３サブフレームＳＦ３には緑色用の有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤ（Ｇ）のみが発光状態となる。その結果、３行×３列の画素回路４０に着目すると
、第１サブフレームＳＦ１には図１２に示すような発光状態となり、第２サブフレームＳ
Ｆ２には図１３に示すような発光状態となり、第３サブフレームＳＦ３には図１４に示す
ような発光状態となる。時分割駆動モード中には、以上のような発光状態が繰り返される
ことにより、１個の画素が１個の画素回路４０で形成されているという状態のカラー画像
が表示部５００に表示される。
【００７８】
＜３．３　時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替わるときの動作＞
　次に、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替わるときの動作につ
いて説明する。図１５は、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替わ
るときの走査信号および発光制御信号の波形を示すタイミングチャートである。動作モー
ドが時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替わる時点において、エミッションドラ
イバは、全てのエミッション線ＥＭを非選択状態にする。また、ゲートドライバ３００は
、全ての走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）を一斉に選択状態にする。そのような状態で
、ソースドライバ２００は、黒色に相当するアナログ電圧を駆動用映像信号として全ての
データ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）に印加する。これにより、時分割駆動モードの際の連続
する２つのサブフレームの間の帰線期間と同様、表示部５００内の全ての画素回路４０に
黒色に相当する画像データが書き込まれるとともに、表示部５００内の全ての有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤが消灯状態となることによって黒色の画面が表示部５００に表示される。以上
のように、動作モードが時分割駆動モードから休止駆動モードに切り替わる際には黒挿入
が行われる。このようにして黒挿入が行われることにより、時分割駆動モード中の状態が
リセットされる。そして、黒挿入後のリフレッシュ期間に、休止駆動モード中に表示すべ
き画像に応じて、画素回路４０への画像データの書き込みが行われる。
【００７９】
＜３．４　休止駆動モードのときの動作＞
　次に、動作モードが休止駆動モードであるときの動作について説明する。図１６は、動
作モードが休止駆動モードであるときの走査信号および発光制御信号の波形を示すタイミ
ングチャートである。図１６に示すように、休止駆動モードのときには、黒色表示期間，
リフレッシュ期間，および休止期間が繰り返される。このように、黒挿入は、時分割駆動
モードから休止駆動モードに切り替わるときに行われるだけでなく、休止駆動モード中に
休止期間からリフレッシュ期間に切り替わるときにも行われる。
【００８０】
　休止駆動モードにおいては、黒色表示期間が終了するとリフレッシュ期間になる。時分
割駆動モードから休止駆動モードに切り替わった直後のリフレッシュ期間には、今から表
示しようとする静止画像のデータの書き込みが行われる。休止駆動モード中の２回目以降
のリフレッシュ期間には、表示すべき画像に変化がない場合には前回のリフレッシュ期間
に書き込んだ静止画像のデータと同じデータの書き込みが行われ、表示すべき画像に変化
がある場合には新たな静止画像のデータの書き込みが行われる。
【００８１】
　図１６に示すように、リフレッシュ期間には、エミッションドライバは、全ての第１エ
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ミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）を選択状態にし、かつ、全ての第２エミッショ
ン線ＥＭ２（１）～ＥＭ２（ｎ）および全ての第３エミッション線ＥＭ３（１）～ＥＭ３
（ｎ）を非選択状態にする。なお、全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ
）は、次の黒色表示期間の開始時点まで選択状態で維持される。すなわち、動作モードが
休止駆動モードになると、リフレッシュ期間および休止期間を通じて、全ての第１エミッ
ション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）が選択状態で維持される。また、リフレッシュ期間
には、ゲートドライバ３００は、ｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）を所定期間ず
つ順次に選択状態にする。以上のような状態において、ソースドライバ２００は、各走査
信号線ＳＬが選択状態になるのに応じて、休止駆動モード中に表示しようとする画像に応
じたデータ電圧を駆動用映像信号としてデータ線ＤＬに印加する。ここで、上述したよう
に、第１エミッション線ＥＭ１（１）は、画素回路ＰＩＸ１内のトランジスタＴ３のゲー
ト端子，画素回路ＰＩＸ２内のトランジスタＴ４のゲート端子，および画素回路ＰＩＸ３
内のトランジスタＴ５のゲート端子に接続されている。従って、画素回路ＰＩＸ１では、
トランジスタＴ３を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）に駆動電流が供給され、画素回路
ＰＩＸ２では、トランジスタＴ４を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）に駆動電流が供給
され、画素回路ＰＩＸ３では、トランジスタＴ５を介して有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）に
駆動電流が供給される。その結果、リフレッシュ期間には、画素回路ＰＩＸ１では有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）が発光し、画素回路ＰＩＸ２では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）が発
光し、画素回路ＰＩＸ３では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）が発光する。
【００８２】
　休止期間には、エミッションドライバは、全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～Ｅ
Ｍ１（ｎ）を選択状態で維持し、全ての第２エミッション線ＥＭ２（１）～ＥＭ２（ｎ）
および全ての第３エミッション線ＥＭ３（１）～ＥＭ３（ｎ）を非選択状態で維持する。
これにより、画素回路ＰＩＸ１ではトランジスタＴ３がオン状態で維持され、画素回路Ｐ
ＩＸ２ではトランジスタＴ４がオン状態で維持され、画素回路ＰＩＸ３ではトランジスタ
Ｔ５がオン状態で維持される。このため、各画素回路４０内の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは、
リフレッシュ期間と同様の発光状態を維持する。すなわち、リフレッシュ期間と同様、画
素回路ＰＩＸ１では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）が発光し、画素回路ＰＩＸ２では有機Ｅ
Ｌ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）が発光し、画素回路ＰＩＸ３では有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）が発
光する。以上より、リフレッシュ期間に表示された静止画像が引き続き休止期間にも表示
される。
【００８３】
　以上より、１つのグループに含まれる３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３内の有機ＥＬ
素子ＯＬＥＤについての休止駆動モード中における発光状態の推移は次のようになる（図
１７参照）。黒色表示期間には、表示部５００内の全ての有機ＥＬ素子ＯＬＥＤは消灯状
態となる。画素回路ＰＩＸ１では、リフレッシュ期間および休止期間を通じて、赤色用の
有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）のみが発光状態となる。画素回路ＰＩＸ２では、リフレッシ
ュ期間および休止期間を通じて、緑色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ）のみが発光状態と
なる。画素回路ＰＩＸ３では、リフレッシュ期間および休止期間を通じて、青色用の有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）のみが発光状態となる。以上のような状態が、動作モードが休止
駆動モードになっている期間に繰り返される。すなわち、休止駆動モードにおいては、時
分割駆動モードとは異なり、各画素回路４０において複数の色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ
が順次に発光することがない。以上より、休止駆動モード中には、１つの画素が１つのグ
ループに含まれる３個の画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３で形成されているという状態の画像
が表示部５００に表示される。すなわち、図１８に示すように、時分割駆動モードにおけ
る１画素は休止駆動モードにおける１サブ画素に相当し、休止駆動モードにおける１画素
は時分割駆動モードにおける３画素に相当する。このようにして、動作モードが休止駆動
モードであるときには、動作モードが時分割駆動モードであるときに表示される画像の３
分の１の解像度の画像が表示部５００に表示される。
【００８４】
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　ところで、休止期間には、全ての走査信号線ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）は非選択状態で維
持される。また、休止期間には、ソースドライバ２００からデータ線ＤＬにデータ電圧は
印加されない。すなわち、休止期間には、ゲートドライバ３００およびソースドライバ２
００は休止状態となる。このため、休止期間中におけるゲートドライバ３００およびソー
スドライバ２００での消費電力はゼロとなる。
【００８５】
　なお、上述の例では、リフレッシュ期間および休止期間に第１エミッション線ＥＭ１の
みが選択状態にされているが、本発明はこれに限定されない。リフレッシュ期間および休
止期間に第２エミッション線ＥＭ２のみが選択状態にされても良いし、リフレッシュ期間
および休止期間に第３エミッション線ＥＭ３のみが選択状態にされても良い。
【００８６】
＜４．効果＞
　本実施形態によれば、時分割駆動を採用している有機ＥＬ表示装置１において休止駆動
（周辺ドライバの動作を休止する期間を設ける駆動方法）を行うことが可能となる。これ
について以下に説明する。時分割駆動が行われる従来の構成によれば、１回の垂直走査に
おいて、表示部全体でいずれか１つの色用の有機ＥＬ素子のみを発光状態にすることが可
能となっている。このため、仮に休止駆動を採用しても、複数の色用の有機ＥＬ素子を同
時に発光状態にすることができないので、所望のカラー画像を表示することができない。
この点、本実施形態においては、それぞれが赤色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），緑色
用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ），および青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）を含む３
個の画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３によって１つのグループが形成されている。そして、各
グループに含まれる３個の画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３において互いに異なる発光色の有
機ＥＬ素子ＯＬＥＤを発光状態にすることが可能なように、それら３個の画素回路ＰＩＸ
１～ＰＩＸ３が構成されている。このため、解像度を時分割駆動モードのときの３分の１
にして１回の垂直走査中に赤色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），緑色用の有機ＥＬ素子
ＯＬＥＤ（Ｇ），および青色用の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｂ）を発光状態にすることによ
って、所望のカラー画像を表示することができる。このように１回の垂直走査で所望のカ
ラー画像を表示することができるので、静止画表示の際に休止駆動を行うことが可能とな
る。以上のように、本実施形態においては、時分割駆動を採用している有機ＥＬ表示装置
１において休止駆動を行うことが可能となっている。
【００８７】
　ところで、上述したように、従来技術によれば、時分割駆動を採用した場合における各
周辺ドライバの消費電力は、一般的駆動を採用している場合の消費電力の３倍になってい
た（図３９参照）。これに対し、本実施形態によれば、上述したように休止駆動を行うこ
とが可能になっているので、時分割駆動を採用することに起因する消費電力の増加を効果
的に抑制することができる。これについて以下に説明する。
【００８８】
　動作モードが休止駆動モードであるとき、黒色表示期間，リフレッシュ期間，および休
止期間における各構成要素の状態は図１９に示すようなものとなる。図１９から把握され
るように、リフレッシュ期間には、ソースドライバ２００の動作，ゲートドライバ３００
の走査動作（走査信号線ＳＬを１本ずつ順次に選択状態にする動作），およびエミッショ
ンドライバの走査動作（エミッション線ＥＭを１本ずつ順次に選択状態にする動作）がオ
ン状態となっている。但し、リフレッシュ期間における駆動周波数は、時分割駆動モード
中の駆動周波数の３分の１になっている。また、休止期間には、ソースドライバ２００の
動作，ゲートドライバ３００の走査動作，およびエミッションドライバの走査動作がオフ
状態となっている。以上より、図２０に示すように、仮に時分割駆動モード中の周辺ドラ
イバの消費電力の大きさを「９」（単位は任意単位である）とすると、休止駆動モード中
のリフレッシュ期間における周辺ドライバの消費電力の大きさは「３」となり、休止駆動
モード中の休止期間における周辺ドライバの消費電力の大きさはほぼ「０」となる。図２
１は、時分割駆動モード中の周辺ドライバの駆動周波数および消費電力と休止駆動モード
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中の休止期間における周辺ドライバの駆動周波数および消費電力とを示す図である。時分
割駆動モード中は一般的駆動を採用している場合に比べて消費電力が３倍になるが、図２
１より、休止駆動を採用することによって周辺ドライバの消費電力を大きく低減できるこ
とが把握される。なお、第１エミッションドライバ４０１については、リフレッシュ期間
および休止期間には全ての第１エミッション線ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）を選択状態で
維持するので直流電流による電力のみが消費される。
【００８９】
　以上のように、本実施形態によれば、表示画像が静止画像である場合に休止駆動を行う
ことによって、周辺ドライバの動作を停止することが可能となる。これにより、時分割駆
動を採用する有機ＥＬ表示装置１において、従来よりも消費電力を低減することが可能と
なる。
【００９０】
　また、本実施形態においては、画素回路４０内のトランジスタには、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ
－Ｏ－ＴＦＴなどの酸化物ＴＦＴ（酸化物半導体をチャネル層に用いた薄膜トランジスタ
）が採用されている。酸化物ＴＦＴは、低温ポリシリコンやアモルファスシリコンなどを
チャネル層に用いた薄膜トランジスタに比べてオフリーク電流（オフ状態時に流れる電流
）が極めて小さい。例えば、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ－ＴＦＴにおけるオフリーク電流はＬ
ＴＰＳ－ＴＦＴ（低温ポリシリコンをチャネル層に用いた薄膜トランジスタ）におけるオ
フリーク電流の１０００分の１以下である。このため、Ｉｎ－Ｇａ－Ｚｎ－Ｏ－ＴＦＴな
どの酸化物ＴＦＴを採用する本実施形態によれば、トランジスタＴ１（図８参照）のゲー
ト－ソース間電圧Ｖｇｓを従来よりも長時間保持することが可能である。従って、休止駆
動モードの際の休止期間の長さを長くしてリフレッシュレートを低くすることにより、消
費電力を従来よりも大幅に低減することが可能となる。
【００９１】
＜５．変形例＞
　以下、上記実施形態の変形例について説明する。
【００９２】
＜５．１　第１の変形例＞
　上記実施形態においては、走査信号線ＳＬが延びる方向に並んで配置されている３個の
画素回路４０によって１つのグループが形成されて休止駆動モード中には各グループに含
まれる３個の画素回路４０によって１つの画素が形成されることを前提に説明していた。
しかしながら、本発明はこれに限定されず、休止駆動モード中にはデータ線ＤＬが延びる
方向に連続するｋ行に対応するｋ×３個の画素回路４０によって１つの画素が形成される
ようにしても良い。これについて以下に説明する。
【００９３】
　上記実施形態においては、休止駆動モード中における１つの画素は、図２２で符号７１
で示すように、１つの行の３個の画素回路４０によって形成されていた。しかしながら、
休止駆動モード中における１つの画素を以下のように形成しても良い。例えば、図２２で
符号７２で示すように、データ線ＤＬが延びる方向に連続する２つの行に含まれる６個の
画素回路４０によって１つの画素を形成しても良い。この場合、図２３に示すように、休
止駆動モードにおける１画素は時分割駆動モードにおける６画素に相当する。これにより
、休止駆動モードのときには、時分割駆動モードのときに表示される画像の６分の１の解
像度の画像が表示部５００に表示される。また、例えば、図２２で符号７３で示すように
、データ線ＤＬが延びる方向に連続する３つの行に含まれる９個の画素回路４０によって
形成されても良い。この場合、図２４に示すように、休止駆動モードにおける１画素は時
分割駆動モードにおける９画素に相当する。これにより、休止駆動モードのときには、時
分割駆動モードのときに表示される画像の９分の１の解像度の画像が表示部５００に表示
される。なお、図２２に示す例では、３つの行に含まれる９個の画素回路４０によって１
つの画素が形成されるときに、画素の形状が正方形になっている。このように休止駆動モ
ードのときの画素の形状を正方形にすることによって、より自然な静止画像が休止駆動モ
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ード中に表示部５００に表示される。
【００９４】
　ところで、データ線ＤＬが延びる方向に連続するｋ行に対応するｋ×３個の画素回路４
０によって１つの画素を形成した場合、上述したリフレッシュ期間には、ｋ本の走査信号
線ＳＬが順次に選択状態とされる期間中、ソースドライバ２００は各データ線ＤＬに印加
するデータ電圧を変化させる必要がない。例えば、データ線ＤＬが延びる方向に連続する
２つの行に含まれる６個の画素回路４０によって１つの画素を形成した場合、ソースドラ
イバ２００は、図２５に示すように、２本の走査信号線ＳＬが選択される毎に各データ線
ＤＬに印加するデータ電圧の大きさを変化させれば良い。これにより、リフレッシュ期間
におけるソースドライバ２００の消費電力を低減することができる。
【００９５】
＜５．２　第２の変形例＞
　上記実施形態においては、画素回路４０は図８に示す構成となっていた。しかしながら
、本発明はこれに限定されない。例えば、トランジスタＴ１のゲート端子に所定の定電圧
である参照電圧が与えられる構成（本変形例の構成）を採用することもできる。
【００９６】
　図２６は、本変形例に係るアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置２の全体構成を
示すブロック図である。図２６に示すように、本変形例においては、有機ＥＬ表示装置２
には、上記実施形態（図２参照）における構成要素に加えて、参照電圧用電源６３０が設
けられている。参照電圧用電源６３０は、有機ＥＬパネル７に参照電圧ＶＲＥＦを供給す
る。なお、以下においては、参照電圧ＶＲＥＦを供給する電源線のことを「参照電圧線」
といい、参照電圧線には符合ＲＥＦを付す。
【００９７】
　図２７は、本変形例における表示部５０１の構成について説明するための図である。図
２７に示すように、本変形例においては、表示部５０１には、上記実施形態（図３参照）
における構成要素に加えて、参照電圧線ＲＥＦが配設されている。この参照電圧線ＲＥＦ
によって、表示部５０１内の全ての画素回路４６に共通の参照電圧ＶＲＥＦが供給される
。
【００９８】
　図２８は、本変形例における画素回路４６の構成を示す回路図である。図２８に示す画
素回路４６は、通常時の１個の画素を形成する。この画素回路４６は、表示部５０１に配
設されているｍ本のデータ線ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）とｎ本の走査信号線ＳＬ（１）～Ｓ
Ｌ（ｎ）との各交差点に対応して設けられている。図２８に示すように、この画素回路４
６は、６個のトランジスタＴ１～Ｔ５，Ｔ７と、１個のコンデンサＣｓｔと、３個の有機
ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ）とを備えている。上記
実施形態と同様、トランジスタＴ１は駆動トランジスタであり、トランジスタＴ２は入力
トランジスタである。トランジスタＴ７は、トランジスタＴ１のゲート端子への参照電圧
ＶＲＥＦの供給を制御する参照電圧供給制御トランジスタとして機能する。トランジスタ
Ｔ３～Ｔ５，有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ）につ
いては上記実施形態と同様であるので説明を省略する。
【００９９】
　なお、本変形例においては、トランジスタＴ１とトランジスタＴ２とトランジスタＴ７
とコンデンサＣｓｔとによって、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤを発光状態にするための駆動電流
を制御する駆動電流制御部４７が実現されている。
【０１００】
　トランジスタＴ１については、ゲート端子はトランジスタＴ７のソース端子に接続され
、ドレイン端子はハイレベル電源線ＥＬＶＤＤに接続され、ソース端子はトランジスタＴ
３～Ｔ５のドレイン端子に接続されている。トランジスタＴ２については、ゲート端子は
走査信号線ＳＬに接続され、ドレイン端子はトランジスタＴ１のソース端子に接続され、
ソース端子はデータ線ＤＬに接続されている。トランジスタＴ７は、参照電圧線ＲＥＦと



(29) JP 6076468 B2 2017.2.8

10

20

30

40

50

トランジスタＴ１のゲート端子との間に設けられている。そのトランジスタＴ７に関し、
ゲート端子は走査信号線ＳＬに接続され、ドレイン端子は参照電圧線ＲＥＦに接続され、
ソース端子はトランジスタＴ１のゲート端子に接続されている。コンデンサＣｓｔについ
ては、トランジスタＴ１のゲート端子に一端が接続され、トランジスタＴ１のソース端子
に他端が接続されている。
                                                                                
【０１０１】
　上記実施形態と同様、本変形例においても、走査信号線ＳＬが延びる方向に並んで配置
されている３つの画素回路４６が１つのグループとされる。そして、動作モードが休止駆
動モードであるときには、各グループに含まれる３つの画素回路４６によって１個の画素
が形成される。図２９は、本変形例において、１つのグループに含まれる３つの画素回路
ＰＩＸ１～ＰＩＸ３の構成を示す回路図である。第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ
３と３つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ３に含まれるトランジスタＴ３～Ｔ５のゲート端子
との接続関係は、上記実施形態と同様である。
【０１０２】
　以上のような構成において、全体的には上記実施形態と同様の動作が行われる。但し、
画素回路４６への書き込みが行われる際の動作が上記実施形態とは異なる。これについて
以下に説明する（図２８参照）。走査信号線ＳＬが非選択状態になっているときには、ト
ランジスタＴ２およびトランジスタＴ７はオフ状態になっている。従って、前回の書き込
みに応じたゲート－ソース間電圧ＶｇｓがコンデンサＣｓｔに保持された状態となってい
る。走査信号線ＳＬが選択状態になると、トランジスタＴ２およびトランジスタＴ７がオ
ン状態となる。トランジスタＴ２がオン状態となることによって、データ線ＤＬからトラ
ンジスタＴ１のソース端子にトランジスタＴ２を介してデータ電圧Ｖｄａｔａが供給され
る。また、トランジスタＴ７がオン状態となることによって、参照電圧線ＲＥＦからトラ
ンジスタＴ１のゲート端子にトランジスタＴ７を介して参照電圧ＶＲＥＦが供給される。
走査信号線ＳＬが非選択状態になると、トランジスタＴ２およびトランジスタＴ７がオフ
状態となる。これにより、コンデンサＣｓｔが保持するゲート－ソース間電圧Ｖｇｓが確
定する。具体的には、参照電圧ＶＲＥＦとデータ電圧Ｖｄａｔａとの差に相当する電圧が
ゲート－ソース間電圧Ｖｇｓとなる。このゲート－ソース間電圧Ｖｇｓの大きさに応じた
駆動電流がトランジスタＴ１のドレイン－ソース間を流れる。そして、トランジスタＴ３
がオン状態になっていれば駆動電流に基づいて有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）が発光し、ト
ランジスタＴ４がオン状態になっていれば駆動電流に基づいて有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｇ
）が発光し、トランジスタＴ５がオン状態になっていれば駆動電流に基づいて有機ＥＬ素
子ＯＬＥＤ（Ｂ）が発光する。
【０１０３】
＜５．３　第３の変形例＞
　上記実施形態においては、動作モードが休止駆動モードであるときに選択状態とされる
エミッション線ＥＭは、第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３のうち第１エミッショ
ン線ＥＭ１で固定されていた。この場合、例えば図１における画素回路ＰＩＸ１では、時
間の経過とともに、トランジスタＴ３の劣化の程度がトランジスタＴ４，Ｔ５の劣化の程
度よりも大きくなり、また、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ）の劣化の程度が有機ＥＬ素子Ｏ
ＬＥＤ（Ｇ），ＯＬＥＤ（Ｂ）の劣化の程度よりも大きくなる。そこで、本変形例におい
ては、画素回路内でトランジスタの劣化や有機ＥＬ素子の劣化の程度に偏りが生じるのを
防ぐため、動作モードが休止駆動モードであるときに選択状態とされるエミッション線Ｅ
Ｍが適宜変更される構成となっている。
【０１０４】
　本変形例においては、例えば、図３０に示すように、エミッションドライバは、時分割
駆動モードから休止駆動モードへの切り替えが行われる都度、休止駆動モード中に選択状
態にするエミッション線ＥＭを変更する。また、例えば、装置の電源オンの都度、休止駆
動モード中に選択状態にするエミッション線ＥＭを変更するようにしても良い。以上のよ
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うにして、本変形例によれば、画素回路内でトランジスタの劣化や有機ＥＬ素子の劣化の
程度に偏りが生じることが防止される。
【０１０５】
＜５．４　第４の変形例＞
　上記実施形態においては、各画素回路４０には３個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），Ｏ
ＬＥＤ（Ｇ），およびＯＬＥＤ（Ｂ）が含まれ、時分割駆動モードの際には１フレーム期
間が３つのサブフレームに分割されていた。しかしながら、本発明はこれに限定されない
。図３１に示すように、各画素回路４８に４個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ
（Ｇ），ＯＬＥＤ（Ｂ），およびＯＬＥＤ（Ｗ）が含まれ、時分割駆動モードの際に１フ
レーム期間が４つのサブフレームに分割される場合にも、本発明を適用することができる
。なお、有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｗ）は白色光を発する電気光学素子として機能する。
【０１０６】
　図３１に示すように、本変形例においては、各画素回路４８には、有機ＥＬ素子ＯＬＥ
Ｄ（Ｗ）への駆動電流の供給を制御して発光の制御を行う発光制御トランジスタとしてト
ランジスタＴ６が設けられている。また、第１～第３エミッション線ＥＭ１～ＥＭ３に加
えて第４エミッション線ＥＭ４が表示部に配設されている。
【０１０７】
　本変形例においては、走査信号線ＳＬが延びる方向に並んで配置されている４つの画素
回路４８が１つのグループとされる。列の数はｍであるので、各行につき（ｍ／４）個の
グループが形成される。そして、動作モードが休止駆動モードであるときには、各グルー
プに含まれる４つの画素回路４８によって１個の画素が形成される。
【０１０８】
　図３２は、本変形例において、４つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ４に含まれるトランジ
スタＴ３～Ｔ６のゲート端子と第１～第４エミッション線ＥＭ１～ＥＭ４との接続関係に
ついて説明するための図である。各画素回路に着目すると、トランジスタＴ３～Ｔ６のゲ
ート端子は互いに異なるエミッション線ＥＭに接続されている。また、４つの画素回路Ｐ
ＩＸ１～ＰＩＸ４と第１～第４エミッション線ＥＭ１～ＥＭ４とに着目したとき、各エミ
ッション線ＥＭは、４つの画素回路ＰＩＸ１～ＰＩＸ４において互いに異なる発光色の有
機ＥＬ素子ＯＬＥＤに対応する発光制御トランジスタのゲート端子に接続されている。
【０１０９】
　以上のような構成において上記実施形態と同様に周辺ドライバを動作させることによっ
て、各画素回路４８に４個の有機ＥＬ素子ＯＬＥＤ（Ｒ），ＯＬＥＤ（Ｇ），ＯＬＥＤ（
Ｂ），およびＯＬＥＤ（Ｗ）が含まれる構成の有機ＥＬ表示装置においても、従来よりも
消費電力を低減することが可能となる。
【０１１０】
　なお、上記第１の変形例と同様にして、休止駆動モードの際、データ線ＤＬが延びる方
向に連続するｋ行に対応するｋ×４個の画素回路によって１つの画素が形成されるように
しても良い。更に一般化すると、連続するｋ行（ｋは２以上の整数）に対応するｋ個のグ
ループに含まれるｋ×ｊ個（ｊは３以上の整数）の画素回路によって１つの画素が形成さ
れるようにしても良い。この場合、動作モードが時分割駆動モードであるときに表示部に
表示される画像の（ｋ×ｊ）分の１の解像度の静止画像が表示部に表示される。
【０１１１】
＜６．その他＞
　本発明は、上述の実施形態および変形例に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸
脱しない範囲で種々変形して実施することができる。例えば、上述の実施形態および変形
例においては有機ＥＬ表示装置を例に挙げて説明したが、電流で駆動される自発光型表示
素子を備えた表示装置であれば、有機ＥＬ表示装置以外の表示装置にも本発明を適用する
ことができる。
【０１１２】
　また、上述の実施形態および変形例では、画素回路４０，４６，および４８（図８，図
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２８，および図３１を参照）内のトランジスタとしてｎチャネル型のトランジスタを使用
しているが、ｐチャネル型のトランジスタを使用しても良い。
【符号の説明】
【０１１３】
　１，２…有機ＥＬ表示装置
　７…有機ＥＬパネル
　４０，４６，４８…画素回路
　４５，４７…駆動電流制御部
　１００…表示制御回路
　１１０…動作モード切替制御回路
　１２０…解像度切替制御回路
　１３０…ソース制御回路
　１４０…ゲート制御回路
　２００…ソースドライバ
　３００…ゲートドライバ
　４０１～４０３…第１～第３エミッションドライバ
　５００，５０１…表示部
　Ｔ１…駆動トランジスタ
　Ｔ２…入力トランジスタ
　Ｔ３～Ｔ６…発光制御トランジス
　Ｔ７…参照電圧供給制御トランジスタ
　Ｃｓｔ…コンデンサ
　ＯＬＥＤ（Ｒ）…赤色用の有機ＥＬ素子（電気光学素子）
　ＯＬＥＤ（Ｇ）…緑色用の有機ＥＬ素子（電気光学素子）
　ＯＬＥＤ（Ｂ）…青色用の有機ＥＬ素子（電気光学素子）
　ＤＬ，ＤＬ（１）～ＤＬ（ｍ）…データ線
　ＳＬ，ＳＬ（１）～ＳＬ（ｎ）…走査信号線
　ＥＭ…エミッション線
　ＥＭ１，ＥＭ１（１）～ＥＭ１（ｎ）…第１エミッション線
　ＥＭ２，ＥＭ２（１）～ＥＭ２（ｎ）…第２エミッション線
　ＥＭ３，ＥＭ３（１）～ＥＭ３（ｎ）…第３エミッション線
　ＥＬＶＤＤ…ハイレベル電源電圧、ハイレベル電源線
　ＥＬＶＳＳ…ローレベル電源電圧、ローレベル電源線
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